


















に清水 (2016) の調査では， SNSによる尾部の/z/の聞き取り実験を，

















によって母音の音長に著しい差が認められ， Cruttenden(2014: 101)では 1
例として母音/i:/が無声摩擦音に先行する場合は 0.13秒，有声摩擦音に先



















Ladefoged & Johnson (2006: 207)はspectrogramsという語の語末子音に
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?つしヽ て“…Thefricative at the end of this word .. appears to be voiceless. 
It might be best, though, to transcribe it as [るJrather than [s] because 
of its Jack of intensity"と慎重に述ぺており，ボイスバーが認められなく
てもこの子音が intensity(音波の強さ）を欠く軟音であることをスペクト



















とから， s~s にとって音節末の英語 /s//z/ の発音および識別には相当の困















Il I'm ha¥・ing trouble with my niece. 




C. kneesにおける /i:/を 1としたときの /z/の音長比率。
D. kneesの語末子音開始時の，声帯振動を示す規則的波形の有無。
E. kneesの語末子音の，スペクトログラム画像の濃淡。




れる。 EKSの発語では， これは自動的に生じる現象と考えられるか, pre-














を1としたときの kneesの/i:/の音長は平均 1.67,kneesにおける /i:/を1
としたときの/z/の音長は平均 0.73であった。
/z/の開始部分での声帯振動は 6例全てに認められ，そのうち/z/全体に
顕著なボイスバーがあったのは半数の 3例， /z/のスペクト ログラム画像が
比較的淡いと判断されたのは 6例中 5例であった。













2017年 8月にフレズノ市において，現地在住の 10名の ENSに聴き取り
を依頼した。聞き手自身の発音と他者の発音の識別との関係性を探るために，
聞き取り協力者にも同じ文章の吹き込みを依頼し，音声資料の分析を行った
結果， nieceの/i:/を1としたときの kneesの/i:/の音長は平均 1.4,knees 
における /i:/を 1としたときの/z/の音長は平均 0.68であった。 /z/の開
始部分での声帯振動は 10例全てに認められ，そのうち /z/全体に顕著なボ
イスバーがあったのは 4例， /z/のスペクトログラム画像が比較的淡いと判




2012年 3月から 2015年 3月にかけて，カリフォルニア州立大学フレズノ
校 (CaliforniaState University, Fresno)において調査を行った際の協力
者のうち，英語の習熟度も様々な 10名による吹き込み資料を分析した。分
析の結果， nieceの/i:/を 1としたときの kneesの/i:/の音長は平均 1.20,
kneesにおける /i:/を1としたときの /z/の音長は平均 0.60で， ENSに較
ペて /s//z/の先行母音の音長差が小さいが， kneesの/i:/と/z;<'lの音長
の比率では ENSよりも /z/の占める割合が小さいことがわかった。
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を1としたときの kneesの/i:/の音長は平均 1.25,kneesにおける /i:/を l
としたときの /z/の音長は平均 0.64で， ENSに較べて /s//z/の先行母音
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の音長差は小さ<, kneesの/i:/と/z/の音長の比率では ENSよりも /z/








2017年 8月に 10名の JNSに吹き込みを依頼し，その音声資料を分析し
た。協力者はいずれも筆者の勤務する大学の学生である。分析の結果，
nieceの/i:/を1としたときの kneesの/i:/の音長は平均 1.18,kneesにお
ける /i:/を 1としたときの /z/の音長は平均 0.89で， ENSに較べて
/s//z/の先行母音の音長差は小さ<, kneesの/i:/と/z/の音長の比率で
はENSよりも /z/の占める割合が大きい。 /z/全体にわたるボイスバーが




られるものの， ENSの平均よりは差が小さい。 /z/と先行の /i:/との音長
の比率もやや大きく， ENSによる kneesに見られるパタ ーンと比較すると
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2. 3. 2 JNS聴き取り協力者
2017年 10月に 10名の JNS聴き取り協力者に，聞き取りと同時に吹き込
みも依頼し、その音声資料を分析した。協力者はいずれも策者の勤務する大
学の学生である。分析の結果， nieceの/i:/を 1としたときの kneesの/i:/
の音長は平均 1.04,kneesにおける /i:/を1としたときの /z/の音長は平均
0.75で， ENSに較べて /s//z/の先行母音の音長差は小さ<, kneesの/i:/
と/z/の音長の比率では ENSよりも /z/の占める割合が大きい。 /z/全体
にわたるボイスバーがあったのが 10例中 7例で，残る 3例のうち /z/初頭
の声帯振動がみられたのが 2例，残り 1例では /z/が全体的に無声であっ






2. 1. 1, 2. 2. 1, 2. 3. 1 に示した， ENS• SNS• JNSの母語話者群の発音す





















表 l 母語による A~Eの値(8)
発 A B C D ! E 
音 mece/1:/対 VOICe knees /i:/ /z/ iz1 I ! 
knees /i:/ bar 対/z/の 始まりの 画面の
者 の比率 比率 声帯振動 濃淡
ENS 167% 有3/6 73% 有 6/6 淡5/6
SNS 120% 有3/10 60% 有3/10 淡3/10
JNS 118% 有6/10 89% 有8/10 淡2/10
3. 2.1 ENSの発音の識別
半ば当然のことではあるが， ENSの発音を ENSが 100%, 発音者の意図
したとおりに識別している。 JNSの識別が高確率を示しているのは E-2~E-
表 2 ENS発音の識別結果
発 A B C D E 識別結果 識別結果 識別結果
音 niece /i:/対 VOICe knees /i:/ /z/ /z/ ENSに SNSに JNSに
knees /i:/ bar 対/z/の 始まりの 画面の よる /z/ よる /z/ よる /z/
者 の比率 比率 声帯振動 濃淡 の判定率 の判定率 の判定率
E-1 135% 無 67% 有 100% 63% 50% 
E-2 185% 有 65% 有 淡 100% 88% 100% 
E-3 227% 無 69% 有 淡 100% 75% 90% 
E-4 122% 有 99% 有 淡 100% 88% 90% 
E-5 202% 有 69% 有 淡 100% 83% 90% 
E-6 135% 無 70% 有 淡 100% 38% 45% 




















発 A B C D E 識別結果 識別結果 識別結果
音 niece /1./対 voice knees /z/ /z/ ENSに SNSに JNSに
knees /i:/ bar /i:/対/z/ 始まりの 画面の よる /z/ よる /z/ よる /z/
者 の比率 の比率 声帯振動 濃淡 の判定率 の判定率 の判定率
S-1 143% 無 45% 無 100% 65% 20% 
S-2 ll0% 有 51% 有 75% 25% 10% 
S-3 JOO% 無 90% 無 10% 25% 0% 
S-4 131% 無 63% 無 やや淡 35% 45% 10% 
S-5 126% 無 55% 無 やや淡 40% 50% 0% 
S-6 189% 無 40% 無 90% 50% 0% 
S-7 100% 無 84% 無 90% 35% 60% 
S-8 86% 無 112% 無 0% 15% 0% 
S-9 133% 有 74% 有 淡 50% 45% 55% 
S-10 111% 無 71% 無 90% 6% 50% 





















A B C J D E I識別結果識別結果識別結果
niece/!./対 voice knees /z/ /z/ ENSに SNSに IJNSに
knees /1 /'bar /!・/対/z/ 始まりの 画面の よる /z/ よる /z/ よる /z/
者 の比率 の比率 声帯振動 濃淡 の判定率の判定率の判定率
J-1 90% 有 168% 無 -'- 80% 63% 100% 
J-2 130% 有 85% 有 淡 80% 39% 90% 
J-3 130% 無 107% 無 45% 67% 90% 
J+ 168% 無 78% 無 90% 83% 100% 
J-5 110% 無 68% 有 60% 50% 90% 
J-6 132% 無＇ 72% 有 100% 89% 95% 
J-7' 130% 有 69% 80% 67% 70% 
J-8 106% 有 67% 有 45% 61% 80% 
J-9 89% I有 104% 有 20% 39% 30% 
I HO I 90% 有 77% 有 55% 78% 80% 
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